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※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

アザミウマ類、ハダニ類は、高温期には暑さによって一旦少なくなりますが、涼しくなると増えてきます。
アザミウマ類が多発すると、ウイルスによるえそ病、茎えそ病の感染リスクも高くなるため注意が必要です。

白さび病の出やすい圃場は殺菌剤を定期的に散布することをおすすめします！

※…花き類・観葉植物登録

地域の防除事例を基に作成しています(輪菊栽培)。品種、栽培条件によっては薬害が発生する場合があるため
ご注意ください。さらに、展着剤･葉面散布剤等を加用する場合もご注意ください。
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期

対象病害虫 薬剤名 使用量・倍率
使用
時期
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定
植
時

白さび病 inochioキクッチャ粒剤
6～9kg/10a
(作条土壌混和)

定植時 1回

生
育
初
期

白さび病 ジマンダイセンフロアブル 500～800倍 － 8回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ﾊﾀﾞﾆ類

inochio
セイレーンフロアブル

2,000倍 発生初期 3回

消
灯
時

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ﾊﾀﾞﾆ類
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ グレーシア乳剤 2,000倍 発生初期 2回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 コルト顆粒水和剤※ 4,000倍 発生初期 4回

発
蕾
時

白さび病 inochioオペラフラワー乳剤 2,000倍 発生初期 3回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ※
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類※
ﾖﾄｳﾑｼ類※

アファーム乳剤
1,000倍

(ｱｻﾞﾐｳﾏ類1,000～
2,000倍)

発生初期 5回

破
蕾
時

ﾊﾀﾞﾆ類 ダニコングフロアブル※ 2,000倍 発生初期 1回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ プリンスフロアブル 2,000倍 発生初期 5回

1,000倍 葉面散布
※ストレプトマイシン剤、キチン、キトサン
類、カルシウム剤（ファイトカルを除く）、
微量要素剤、鉄など金属を含む葉面散
布肥料との混用は避ける。井戸水で、鉄
分などを多く含む水での使用も避ける。

弱った株の回復に！

肥料登録
生第91402号

香り成分で、葉焼けや
萎れ等の高温障害を予防！

更に光合成を向上

ハウス内に吊るすだけ
10a当たり10～20錠

高温対策に！ 効果は約1か月

涼しくなるとアザミウマの発生が再び増加します！他､病害虫にもご注意ください！

予・治

予

予

アグリ

おすすめ資材
日差しに負けない根張りのために!!

☆土壌に酸素を供給し、

根の活動を活発に!

☆肥料・葉面散布剤の

吸収を良くします！


